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資料で読み解く組合活動の半世紀
―一橋大学教職員組合資料解題―
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長谷川達朗

　本稿は５年以上にわたって進められてきた一橋大学教職員組合資料の整理、保存作業の成果で
あり、資料解題としての意味を持つ。一橋大学教職員組合資料とは、一橋大学構内にある一橋大
学教職員組合の事務室内の引き出しや書棚の中で長年保管されていた、組合活動に関する資料群
である。
　本稿では一橋大学教職員組合が結成時からおおむね2000年代にかけて作成／授受した資料を概
観し、組合活動の半世紀を描きだすとともに、資料の活用可能性をさぐった。一橋大学教職員組
合資料は資料の残存状況や今後の保管場所等の課題を抱えているが、この資料は一橋大学の大学
史に対して教職員組合の動きや教職員として一橋大学を支えてきた人達の考えや行動という視点
を新たに提供することになる。一橋大学は戦後の新制大学への移行から1960年代の高度成長、
1970年代から1980年代の教職員・学生も含めた大学運営の安定期、1990年代以降の「改革の時代」
を経験してきた。一橋大学教職員組合も文化運動や全共闘運動など、当時の運動の流れの影響を
受けながら歩んできたことが、残された資料からうかがえた。
　一橋大学教職員組合資料は研究素材としても大きな可能性を有している。資料の研究可能性と
して大きい点の一つは、一橋大学の全共闘運動における教職員組合の役割である。他にも、臨時
職員／定員外職員問題の資料に着目して労働市場の二重構造に対する教職員組合の取り組みや、
多くの号が残されている『ひろば』に着目して「婦人職員」達の活動や意識の変遷をたどること
も可能である。ただし、本稿で紹介した資料は一定程度のまとまりを有する資料のみであり、分
類も筆者が独自に行った仮のものである。本稿で紹介した資料の他にも、これらの分類には収ま
らない資料が多数存在している。本稿では十分に扱えなかった資料も含めた本格的な分類作業や、
本資料を題材とした研究の展開は今後の課題である。
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